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研究成果の概要（和文）：　本研究はアメリカ合衆国で増加を続けるファーマーズマーケット（農産物直売市）が、ど
のようなメカニズムで運営され、地域社会に定着しているのか、連邦政府・州・都市（郡）の関係に着目しながら検討
した。ファーマーズマーケットは主に都市部において地理的に近い地域で生産された新鮮な農産物を提供する重要な拠
点になっており、メディアでも積極的かつ好意的に取り上げられている。日本で言う「地産地消」を実現しており、合
衆国のファーマーズマーケットは農産物をはじめとした生鮮食品の供給に大きく貢献しながら今後も持続していくと考
えられよう。

研究成果の概要（英文）： This study explored how farmers' markets in the United States are being operated 
and adapted in various communities, with special attention to relationships between federal government, 
state, and cities (counties). Farmers' markets are important sites that provide diverse locally-produced 
fresh produce and food products, and this is especially evident in cities. They are also frequently 
mentioned in media with positive evaluation. Rise of farmers' markets have established what Japanese call 
"Chisan Chisho" (Produce locally, consume locally), and they are likely to continue contributing to 
supplying fresh food products in the United States.

研究分野： 人文地理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
工業的農業に対する環境への懸念、多国籍

アグリ・フードビジネスの寡占に対する不信、
食の安全への欲求など、農業や食への関心の
高まりから、欧米の地理学や社会学では従来
のフードシステムから脱却した「オルタナテ
ィブな農と食」の重要性が論じられている。
これを理解する上で重要なキーワードの１
つが「ローカルフード」（距離的に近い地域
で生産された農産物や食品）である。「ロー
カル」の地理的定義は国や地域により多様で
あるが、「ローカル」な空間での農業生産の
実践や、それを通じた食品の供給・消費を推
進する点は、概ね一致している。アメリカ合
衆国では「ローカルフード運動（local food 
movement）」と呼ばれる、ローカルフードへ
の意識の高まりが過去十数年で全国的に顕
著なものとなっている。 
消費者がローカルフードを入手する場の

一つとして近年大きく成長しているのが、フ
ァーマーズマーケットである。ファーマーズ
マーケットとは、定期的に農業者らが自ら生
産した農産物を持参して消費者に直接販売
する場所を指す。ファーマーズマーケットは
安全で新鮮な農産物・食品を求める都市住民
の要求と、消費者とのつながりを重視し安全
な農法を実践する農家が結びついた、人々が
集うコミュニティの重要な核となっている。
アメリカにおいては、ファーマーズマーケッ
トが、都心部再開発や地域活性化の基盤とし
ての可能性を有するだけでなく、積極的な小
規模農家の支援に加え、新鮮な農産物を介し
た栄養摂取の改善などにおいても積極的な
意義が評価されている。 
近年、国内の農村社会学などではこうした

アメリカのファーマーズマーケットに注目
した研究がみられるが、これらの多くはミク
ロスケールでの事例研究である。他方、地理
学のアメリカ研究はマクロスケールでの「農
業地域」の研究に蓄積があるが、生産者と消
費者が交わる地域社会に密着した農と食に
関する研究は少ない。アメリカ国内の諸州が
推進する農業政策とファーマーズマーケッ
トの関連や、コミュニティレベルで農産物直
売を通じて実践される貧困問題改善へのつ
ながりなど、スケールの異なる地域での実践
例を多重的に研究することが必要である。 
申請者は大学院留学時にアメリカ国内の

ローカルフードへの関心の高まりに接し、博
士論文では葉タバコ生産衰退に伴うケンタ
ッキー州の農業再編成とローカルフード運
動勃興の背景や実態について、長期の参与調
査をもとに多角的に検討した。その結果、フ
ァーマーズマーケットは地域の小規模農家
を支援し、コミュニティの重要な青果物供給
場となることを確認する一方、商品の「ロー
カル性」を追求する過程で生産者の排除や監
視も伴うことを明らかにした。 
申請者は留学修了後、東京都心部の公共地

で NPO が主催する農業者中心の地産地消・

環境共生型農業をコンセプトとするファー
マーズマーケットにおいて、2008 年から現
地調査を実施してきた。そのような最中、
2009 年に農林水産省の主導で『仮設型直売
システム普及事業「マルシェ・ジャポン・プ
ロジェクト」』が発足し、「マルシェ」と呼ば
れる農産物直売施設の設立が全国 8都市で採
択された。本事業の目的はフランスのマルシ
ェやアメリカのファーマーズマーケットの
ような都市住民に身近な農産物直売を展開
することにあり、現在までに多くの注目を集
めている。 
 しかし、申請者がこれまで行った調査では、
国内のマルシェは海外の先例と大きく異な
る。それは、生産者の直接販売と別に卸売業
者による販売の参入が多いこと、採択された
マルシェ運営事業者の大半が私企業で、地域
コミュニティとのつながりを十分図ってい
ないこと、等が挙げられる。換言すれば、政
府の農政主導による日本のマルシェは、本来
ローカルであるべき農産物直売活動ではな
く、地域社会への根の下ろし方が脆弱である。
このことは、ローカルな農業生産を積極的に
支援してきたアメリカのファーマーズマー
ケットとは極めて対照的である。 
 申請者は日本での状況と比べて、アメリカ
では何故多くの都市でファーマーズマーケ
ットが地域社会に定着しているのか、その原
因を考究することの必要性を認識するに至
った。アメリカにおける「オルタナティブな
農と食」とファーマーズマーケットの潮流は、
単にローカルな生産者からの農産物供給を
増やす機会だけでなく、低所得者に対して栄
養価の高い食品を供給する場所として、社会
正義を実現する場ともなっている。本研究で
は、連邦、州から地域コミュニティのレベル
まで、ファーマーズマーケットの機能と政策
との関係を解明することで、現代社会におけ
る農業生産・食・地域社会の連関のあり方に
新たな知見を提供したいと考えた。 
 
２．研究の目的 
 
上記のような問題意識から、本研究では連

邦政府・州政府・地域コミュニティの重層的
なスケールから、アメリカのファーマーズマ
ーケットがどのような意義や視点で受容さ
れ、アメリカの地域社会へ定着しているのか
を明らかにする。ここでは政府資料の分析や
聞取り調査を通して、１）連邦および州レベ
ルの立法・政策におけるファーマーズマーケ
ット関連の施策や言説の変遷過程を把握す
る。さらに、２）参与調査や聞取り調査より
各地のファーマーズマーケットが抱える盛
衰や課題を把握し、それらを克服するための
対応を説明する。これらの分析を通して、ア
メリカのファーマーズマーケットが長期的
にどのような存立基盤を有しているかを解
明する。 
 



３．研究の方法 
 
＊資料調査 
本研究では研究全体の基盤を確保すべく、

先行研究の整理と政府関係資料収集を行っ
た。英語圏におけるファーマーズマーケット
やローカルフード関連の研究蓄積は、学問分
野の垣根を越えて近年急増している。本研究
では先行研究の多い農村社会学・アグリフー
ド地理学・文化人類学などの理論的・実践的
な議論を整理し、今日的な課題を確認した。 
資料収集・分析については、アメリカ農務

省（USDA）をはじめとする政府機関が不定期
に発行する報告書を時系列に精査した。また、
連邦議会の委員会に提出された関連法案を
分析し、連邦レベルにおいてファーマーズマ
ーケットやローカルフードがアメリカ社会
との関わりでどのように論じられ、それが変
化したかを検証した。 
 

＊現地調査 
本研究では様々なファーマーズマーケッ

トの形態と実状を明らかにするため、マーケ
ットそのものを深く理解することが不可欠
である。そのため、初年度は積極的にフィー
ルドをまわりながら、販売品の季節変動や出
店規定の内容など、現地調査によって各マー
ケットの特徴と課題を把握していく。本研究
で対象とするフィールドは、ミシガン州デト
ロイトおよびカリフォルニア州オークラン
ドを主とした合衆国内各地のファーマーズ
マーケットである。 
デトロイトは自動車産業が斜陽化して著

しい人口減少を経験してきたが、近年は膨大
な空き地や放棄地を利用して都市農業が営
まれ、ここで生産された農産物が市内のファ
ーマーズマーケットで販売されている。ここ
では低所得者や失業者が雇用され、農場での
労働を基盤とした現金収入獲得や自己啓発
にも役立っており、その活動は全米の都市か
ら注目を集めている。申請者は 2011 年 8 月
に同市を訪問して予備調査を行っており、
2013 年夏から本格的に調査を進めた。 
 オークランドはサンフランシスコの対岸
に位置するブルーカラー層が多い港湾都市
で、低所得者の生活を支援する協同活動がフ
ァーマーズマーケットを軸として行われて
きた。社会環境はデトロイトと類似するが、
気候が他の二州より温暖なため、年間を通し
て農産物が得られる点が大きく異なる。申請
者はこれまで南部や中西部のファーマーズ
マーケットを中心に観てきたが、本研究では
ローカルフード運動にもっとも熱心なカリ
フォルニア州の都市も研究対象に加えるこ
とで、州政府の政策やコミュニティの支援活
動がどのように機能しているかを比較した。 
 
 
 
 

４．研究成果 
 
 平成 25 年度は研究全体の基盤を確保する
ために、先行研究の整理と資料収集を行った。
また、主たる研究対象地域の一つであるミシ
ガン州デトロイト市およびその周辺都市に
て現地調査を行い、様々なファーマーズマー
ケットにおいて聞き取り調査を行った。その
結果、デトロイト市内では複数の NPO が協力
しながら市内各地でマーケットを開催して
おり、その主たる購買客層もマーケットの立
地や規模に応じて大きく異なることが明ら
かになった。中でも低所得層を主要な客層と
しているファーマーズマーケットでは、食料
配給券（フードスタンプ）で買い物ができる
よう工夫されている様子が伺えた。さらに、
デトロイト市では中心市街地の外延部が当
初想像していた以上に空き地・放棄地となっ
ており、市内の各所で菜園が見られたものの、
数エーカー規模で展開している農場はほと
んど存在しないことがわかった。また、周辺
都市では独自の敷地や屋根付き施設を利用
しているファーマーズマーケットもあり、多
様な形態であることが確認された。 
 
 平成 26 年度は夏期にデトロイト市内で現
地調査を行い、様々なファーマーズマーケッ
トにおいて聞き取り調査を行った。その結果、
デトロイトでは環境系NPOが立ち上げた都市
農業支援プログラムが急速に人気を博し、デ
トロイト市内の各地で主に野菜を育てる活
動が展開したことが明らかになった。現在こ
のプログラムに加入する会員は 1000 人を超
え、デトロイト市内で農産物が育てられてい
る土地は 140 エーカー（約 56 ヘクタール）
に達する。他方で、農業用に利用できる土地
は確保しても、農作業に従事する人員が少な
く、労働力確保の面では必ずしも安定的では
ない。そのため、都市農業推進者が論じるよ
うな「都市農業でデトロイト市民の食料供給
を満たし養う」といった規模の実践は困難で
あると考察した。 

 
 また、冬季にはオレゴン州ポートランドと
カリフォルニア州オークランドにて現地調
査を行った。ポートランドは市内に位置する



大学の敷地付近を中心として大規模なファ
ーマーズマーケットが展開し、今も規模が増
加傾向にある。逆にオークランドはファーマ
ーズマーケットの規模が小さいが、低所得層
の住宅地の空き地を利用して農園を営む様
子が各地で散見された。しかし、オークラン
ドはサンフランシスコの対岸に位置するた
め、都市農業も地域再開発の影響を受けやす
い地域にあり、デトロイトに比べて農地への
アクセスをめぐるせめぎあいが遥かに強い
ことが明らかになった。 
 
 2015 年度は当初の研究計画を変更して、フ
ァーマーズマーケットでの販売が活発であ
ることが評判な合衆国中西部の二州都にて
夏期に調査を行った。ウィスコンシン州の州
都マディソンで開催されるファーマーズマ
ーケットは、州議会議事堂を取り巻く四辺の
道路沿いに店舗が出店し、出店者数も 100 を
超えていた。ここでは毎回先着順に出店スポ
ットを埋めていくことで、消費者が歩き回り
ながら様々な出店者と触れ合う仕掛けにな
っていた。また、出店者資格に厳密な地理的
範囲は定めていないものの、基本的には販売
出店者＝農業者となっており、転売中心の出
店者は認めていなかった。他方で、出店者に
とってファーマーズマーケットは重要な販
売先であると同時に、新たな販路開拓のきっ
かけにもなっていることが明らかになった。 
 
ミネソタ州の双子都市では両都市でファ

ーマーズマーケットが開催されていたが、そ
れらの性格は大きく異なっていた。ミネアポ
リス・ファーマーズマーケットは転売専門の
出店者も多く、カリフォルニア産のラズベリ
ーなどが販売されていた。また、同州には
1970-80 年代にインドシナ難民が多く移住し
た歴史があり、マーケット内には多くの東南
アジア系出店者による農産物の販売が見ら
れた。他方で、セントポール・ファーマーズ
マーケットは明確に「販売出店者＝農業者」
であることをルールとしており、それぞれの
出店者がこだわりの商品を販売していた。こ
れらの結果、地理的に近接するファーマーズ
マーケットでも出店者資格の規定や販売品
などで明確な差異が見られることが明らか
になった。 

 
 
 また、年度末にはワシントン DC にて短期
間の調査を行った。農務省図書館で収集した
資料の管見では、合衆国各地で開催されるフ
ァーマーズマーケットに対して連邦政府は
法的支援をほとんど行ってこなかった。また、
持続的農業を支援する全国規模のNPOで聞き
取り調査をしたところ、彼らが議会に働きか
ける政策提言ではファーマーズマーケット
自体への支援よりも、持続的農業の実践や安
全な農産物を普及することへ力点が置かれ
ていた。このことが、ひいては各地でのファ
ーマーズマーケットの活性化やローカルフ
ードの定着に一層大きな意味を持つ、という
大局的な視点から将来展望を描いているこ
とが明らかになった。 
 
 以上をまとめると、アメリカ合衆国のファ
ーマーズマーケットは各地の農業者および
地域の指導者が独自に基盤を作り上げ、発展
させていったことが明らかになった。「ロー
カルフード運動」が今もなお強く合衆国社会
に言説として広がっているなか、連邦政府や
州政府によって特別な政策が施され発展し
たのではなく、販路を広げたい小規模農家の
思惑とローカルフードの購入を求める消費
者の欲求が合致してファーマーズマーケッ
トが全国的に拡大した。その数は 7000 を超
え、増加はやや鈍化したものの、合衆国の農
産物供給において今後も大きな役割を担う
空間であることは間違いないであろう。その
定着や地域とのつながりを今後も継続して
調査していくことが必要である。 
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室＆NPO 法人食と農の研究所））於：グラ
ンフロント大阪カンファレンスルーム、
2014 年 12 月 18 日． 
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